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滿
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す
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も

k

自
國
の
湖
水

V」

爲
す
の
大
野

6

を 

今

U

の
機
會
に
實
現
せ
ん
こ
ビ
を
期
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
が
故
に
其
來
海
窣
に
對
す 

る
領
土
的
野
心
の
掘
權
は
自

.ら

.著
し
く
大
な
ら
ざ

‘：る
：を得
す
。
其
最
も

*

だ
し
&
に
至
て
ば 

ト
リ
エ
ス
ト
以
南
ダ
ル
マ
チ
ヤ

';
の
沿
岸
及
び

®

島
ょ
ぅ
南
下
し
て
ア
グ
パ
ユ
ヤ
の

b

祁
に
到 

る
朿
岸
 

一
®

の
地
を
：

—

得
せ
ん
こ

ビ

を
主
張
す
る
の
極
端
論
者
も
な
き
に
非
ず
と
雖
も

®

五) 

少

な

く
ビ
も
伊
太
利
は
其
南
端
を
北
部
ダ
ベ
：マ
チ
ャ
の
西
南
地
方
に
限

h

夫
ょ
ぅ
以
北
、现
花 

の
：國

«

に
達
す
る
海
岸
を
領
有
せ
ん
こ
ビ
を
期
す
る

も

のv
j

認
め
ら
る
。
页
に
之
を
詳
說
す 

れ
«

#
太
利
は
チ
ロ
ー

:ル
.の
高
地
ょ

>
^
:
.
ア
ド
リ
ヤ
チ

-ッ
ク
海
に
下
り
同
海
ビ
ダ
二
ユ

1
ブ
河 

と
の
領
水
界
を
爲
す
ジ
ュ
ジ
ャ

.V

ア
ル
ブ
ス
の
南
下
山
脈
を
以
て
其
新
國
境
と
爲

t

んM

ビ

を
企
圖
す
る

も

の
な
る
が
故
：に'其
新
國
境
內
に
は
ゴ

y
チ
ャ
、カ
ル
ユ
オ
ラ
、ト

y 

ト
ジ
ャ
、北部
ダ
ル
マ
へ
チ
:ャ

0

g

m

境
及
び
ダ
ぐ

>

 

チ
ヤ
鮮
島
を
包
含
す
る
こ
と 

之
に
依
て
伊
太
利
は

」

新
に
約

“

百
萬

.

の
南
方
：

^

ラ
.グ

を

支

配

す

る

ド

至

.る
可
し 

§ •

六

)

る
o

S  、 エ 

f t * 爲 ス 

M- る ト  
せ 可 ィ ’ 

ら ス

V 

ツHew 

Europe, 

vol. 

I, 

No. 

2 

; 

Adriatic 

Imperialism 

參 

p
.

昨
年
讲
太
利

.の
'ァ
ド

3

ヤ
チ

-ソ
ク
海
に
丽
せ
る
南
方
の
奐̂港 

ド

”

ヤ
チ
タ
ク
及
び

•其

^

5序
か
常
然
炉
太
利

I:
於

て

領
宿
す

MJ 

中に日く

「

ア
V

”
：
ヤチ少.ク海
は
金
部
晋
人
の
傾
有
た
リ
又
安 

ih
ま
ら
す
倚
ほ
之

(:
加
.ふ
み
に
晋
人

|1
同
海
；の

沿

岸

及
.'び

同海
 

る

.か得ず。即ち
屉
筇
の
土
地
か

¥

烁
固

1-
復
歸
せ
し
む
る
は
伊 

芯
榴
利
か
布
す
る
艰
認
た
る
の
み
な
ら
す
其
木
來
の
性
質
及
び 

か

，ら

中

。
抑

々

伊

太
.利
は
北
方
に
於
て
ァ

»1
/ブ
ス
山
脈
に
瓯
ま
れ 

國
境

か

爲す

.

.
Iの
な
る
が
此

.國

.境
內

!•
は
曾
て
は
力

r 
二

ダ
グ 

^

含み•隨て
ゴ

V

チ
ソ
ヤ
、ト

9

エ
ス
ト
及
、
び
ィ
ス
ト
”
十

4 .

创容
 

ベ
ジ
山
脈
に
隨
乂
南
下
し
フ

イ
d u

メ、其沿
焊
及

'び
ク
ク
ル
ネ

o

た
る
パ

パ

の
商
業
會
_
所がァ
 

告
旨

4

決
議
し
れ
る
其
決
議

#
 

全

|-
齊
人
の
領
布
た
る

*»
1

さ

|: 

か
圆
綺
す
る
⑽
域
な
所
望
せ
、
ざ
 

太
利
が
，

M

國の安全か保持す 

傳
說

I:
鑑
み
る

t

然らざる可 

此

一

帶

の

山

系

|:
侬
て
其
鹰
の 

及

ジ

H

 
9

ヤゾの兩アかブス
 

し
た
る
の
み
な
ら
ず
武

1:
ヵツ
 

財

岛

^*
:
-
^
加

へ

遂

に

デ

ナ

V

ク

第7

■
ニ̂

(

'
.
_ニ
三

.)

'
 

.

.論
'

'

.

.

.説
：

' 

.ア
F

 5
*
-

ヤ
チ
少
：.

ク
間
題

.

. 

■

:

第
|'.彼 

二
三



炉
* 

ニ
^

(

ニ̂

) 

,

，
'I
k

ア
ド
9

ャ
チ
少
ク
間
組 

够

ー

「

1̂ ■

ク
ア
ル
ゾ
ス
に
沿
て
ラ
ダ
サ
及
力
少
タ
ロ
か
姐
過
し
ダ
か
マ
チ
ャ
の
南
峭
に
達
し

/ ;

る
も
の
.な
 

ク。屁
節
の
領
土
は
今
や
讲
太
利
ド
间
祓
せ
ら
れ
、ざる
可
か
ら

t

是
れ
迸
人
が
海
外

.

の
俨
領

U

新
 

植
民
地
か
妞
般
せ
ん

_

こ
と

か

f

る；か爲
め

「

S

t

實
U

群
國
土
の
離
散
し
た
る

ふ

か

一賭 

I

結
合

し

以

て
典
木
來
常
然

2

形
か
供
太
利
に
附
與
し
且
つ
將
來
發
诞

S

め
に
架
す
る
基 

成
な
作
ら
し
め
ん
が
烬
め

!-
外
な

ら

ず

ーーム

々」

と(
R
a
i
l
:

 

M
l

y

 of the Adriatic, p, 2
9
)

(
n

を， i
\
)

 

o
a

v
b

 

:

 

R
e

c
o

n
s

t
r

u
c

t
i

o
n

 

o
f

 

S
o

u
t

h
-

E
f

o
s

t
e

r
n

 

E
u

r
o

p
e

,

 

p
,

 152.

象 

0

而
し
て
伊
太
利
が
ア
ド
タ
ャ
チ
ッ
ク
の
東
海
岸
に
於
て
以
上
の
新
領
土
を
主
張
す
る

R

 

i

 

凡
そ
三
の
极
據
あ

：
.

り
。：

-

ア

ノ

ャ
チ

.
::'
ク
の

^

岸
は
省
间
ヴ
チ
二
ス
共
和
國
に
屬
し
た
る
の
歷

&

W

0
M -
あ 

■

り
。
而
し
て
ヴ

 

>
 
一一ネ

9
 

ベ
ー
ジ
を
作
る
も 

ノ

:;
の
、
，
な

'6
か
故
：に
現
；時

の

#

太

利

は

.ヴ
'
エ
一
一
ス
の
正
當
な
る
相
續
者
ど
し
て
ア
ド
リ 

ャ
チ
ク
に
於
け
る
當
年
の
誇
あ
る
支
配
を
再
新
せ
ざ

る

可
か
ら
ず

v
j

の
歷

‘史
的

K

據< 

一1

伊
太
利
ば
是
等
の
地
域
の
：到

4

處
に
散
在
す
る
伊
太
利
人
を
統
ー
し
て
所
謂
段
族
統 

一
を
；元

.成
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
の
民
族
主
義
的
根
據

。

.
、

.

.

;

三

：

伊
太
利
は
ス
ラ
ヴ
の
新
大
國

'に
對
し
て
：堅
固
な

.る

自
然

的
國
境
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら

ず
と
の
國
防
的
推
：據
。

■

依
て
右
の
三
极
攄
に
.對
し
南
方
ス
ラ
ヴ
統
一
論
者
の
加
ふ
る
反
馭
論
を
窺
ふ
の
耍
.ぁ

b

e

U
I

 

:

-

•
 

. 

. 

.

;

-

r

M

s l
l

的
根
據
に

到
'
ず
る

.

反
'馭

ゲ

エ

ニ
ス

共
和
國
が

r

ド
リ

ャ
チ
ッ
ク
東
岸
に

不
斷

の
 

0
心
を

懷
&

中
世
紀
を
通

じ
て
征

服
に
依
て

之
を

領
有
せ

ん
こ
と
を

企
て
遂
に
十

三

世
紀
の 

顷
ィ
ス
ト
ソ
ヤ

竿
^

の
東
部
，及

.

び
其
附
近
海
上
の
大
岛
を
占
領
し

.

た
&
し
も
其
ダ

ル
マ
チ
ヤ 

の
：
諸
都
邑
及
び

V
A
:

マ
チ
ヤ
：鮮：島
，

の，
大
，部

兮

た
り
し

は

夫
れ

ょ
う

一
一
百
年
後
の
一
四
ニ 

〇.年
に
し
て
其
悉
く
ダ
グ
マ
チ
ヤ

を
獾

#

し
.た
る

は

0
に
夫
れ

ょ
う

約

三

百
年
後
な
る
一
六 

九
九
年
な
り
。
其
後
首
部
を
：經
六
る

r
:

七

九

七

年
：力
ム
ポ

、フ
ォ
ル
ミ

ォ
の
條
約
に
依
て
燠
地 

利
R

之
を
割
讓
す

る
ま
で

ヴ

工
二
ス
は

爾
後
數
百
年

に

亘

て

之
を
領
有
し
た
る
も
の
な
る
こ 

と
歷
史
に
，明
な
る
事
實
な
う
。
然
れ
：ど
も
此
事
實
ぁ

P
し
が
爲
め
に
：伊太
利
は
今
日
枭
等
の 

地
域
を
領
せ
ざ

:

'る
可
か
ら
ず
と
云
ふ

^

如
き
論
.法の
認
む
る
可
か
ら
ざ
る
は
現
在
歐
洲
に
國 

を
爲
す
も
の
に
し
て
曾
て
苟
も
他
國
の
支
配
に
屬
し
た

る
こ
と
な

き
所
諮
金
甌
無
缺
の
歷
史 

を
有
す
る
の
例
絕
：無：な

Iる
の
箏
赏
に
鑑
み
て
之
を
知
る
可
し

0

.

況
や
ヴ
丄

U

ス
共
和
國
の
支

第
f
 
ニ
卷

(

ニ芄：ソ

: .

論：
：
銳

アド
”

ヤ
チ
ツ
ク
：問
妞
へ 

姑
T

M

ニ五
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站

十

ご

怨

r

 

ニ
-:

ハ)

論

說

ア

ド

—

チ
f

間
題 

气 

一
'̂
.

:
六

配
は
數

W

年

_

!

悉
▲

制
I

の
歷

史
に

し
て
伊
太
利
は
ゲ

r

ス
共
和
國
の
歷
史 

を
以

S

#
太
刺
の
歴
史
の
光
輝
あ

る

.
ぺ

I

ジ
を
作
る
も
の
な

I

云
ふ

と
雖
も

I

スラ 

'

グ
に
取

&

て
は
徹
頭

m

M

怨
恨
憤
慨
の
歷
史
な
る
に
於
て
を
や
。
之
を
思
ふ
と
き
ょ
之
ヾ

」

^

 

を
同
ぅ
し
て
南
部
ダ

-

ル
マ
チ

.

ャ
の
サ
ビ
ォ
ン
セ
口
ょ
よ
ッ
タ
ロ
海
に
至
る
海
岸
及
び

海
:

;

の
諸

S

S

5

ダ
サ

S

ぶ

I

ス
J

の
ラ
グ

S

S

S

文

S

術
及
び
育 

業
に
於
て
燦
然
た
る

1光
輝
を
放
ち
た
る
の
當
尔
の
®
時
は
南
方
ス
ラ
ダ
に
取
り
て
最
も
錄
あ

る
滕

I

ぅ
？

3

ざ

る
可
か

1

C

後
ナ
ポ
レ
ォ
ン
に
依
て
滅

f

れ

た
ら
と
雖
も
彼
が

^
 

®
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

グ 

s

 和
國
 

I

s

 合
す
る
こ 

.
，
.を
企
圖
せ
ず
其
住
民
の
特
性
：に

'
艦
：み

.
是
等
ア
ド
ソ
ヤ
チ
デ
ク
地
方
を
合
一
し
て
新
に
ィ
リ

.

、
ヤ
主
國
な
る
も
の
を
创
鹚
し
邛
酋
府
を
ラ
へ
ィ
ザ
ッ

”

に
設
け
た
る
は
即
ち
併
太
利
パ

グ

工
 

二
ス
共
利
國
云
今
の
歷
史
的
效
力

•を
中
斷
し
：たる

.
も
の
と
云
ふ
可
し
。

ニ
民
族
主
義
的
被
據
に
對
す
る
反

®

’
一
 

九

.:
ー
〇「

年

燠

匈

國

政

，府

の

統

：計

.に

據

れ

ず

ァ

ド
 

y

ヤ
チ
ッ
ク
朿
焊
地
方

^

於
け
る
伊
太
利
人
、ス
ラ
グ
及
び
獨
逸
人
の
分
布
左
の

如

し
。

:

地

方

：

：面

' 

橫
.

俨太利人

'.ス
ラ
ゲ

 

獨

.逸
人

.

 

.

.

.■

ー
ニ
、
八
四0

.
:

一
八
、
〇
ニ
 

八

:
':
.
:；
六 
一
 

ニ
、
六

六

九

H

、
〇
八1. 

四
、九
爭
ハ
::
:

:
ー
四
71
、
五
ー
.七
ン
':
パ

彐
 ̂

ノ
ー
ニ
、
七
；113L 

一：

:;
空

.
:;
ー:
ー
/\
、
夂
五
九
:'
'

:

.:
:

五
九
、九

七

四
.
一
一
、
八
七
〇 

ニ、九

」

八：

九〇、一
一
九

::
:

::
:

'

$

'

四
、3£
0

0 

ニ
〇
、
八

〇

九
一一一
七
こ
、
六
ニ三 

一
、0
五
ー
ー
、
〇
八
ニ
 

，

三

ニ

、
：
ー

 

八
六

合

計

六
三
ニ
>
七
七
八 

三

八

ニ

、
六
-|
£

ニ 

一
九
〇
、
八
〇
三 

ニ
九
九
、
六
五
八 

、
五
〇
六
、
八
九
一

伊
太
利
の
主
張
す
る
如
く
伊
太

.

利
人
が
ア
ド
.
リヤチック 

表
に
.
ぅ
て
疑
ぶ

可

か

ら

ず

と
*
も
興
而
植
最
も
大
に
し
て 

に

就

て

之

を

見
ょ
、併
太
利

A

は

全

入

ロ

の
僅

に

三

パ
1

.
セ

ン 

を
云
々
し
て
ダ
ル
マ
チ
ヤ
に
對
し
栌
太
利
が
何
等
有
力
な
る 

苏

し

失
れ
ィ
ス
ト

ソ
ヤ
、

ト
ソ
エ
ス
ト

及
、び

ゴ

リ
チ
ヤ
に
對
し 

6

も
比
較
：的
有
利
*
る
主
張
を
宿

す

る

こ
と
右

表

の

示
す
が 

領
土
獲
得
の

論

據
と
は
爲
す

こ
と
を
得
ず
。

即
ち

ィ
ス
ト
リ 

は
最
も
明
に
し

v

伊
太
利
人
は

半

，路
の
西
，岸に
密
集
す
る
に 

岸
；に
住
じ
然
か
も
其
割
合
は
ス
ラ
グ
が
總
人
ロ
の
約
六
十

パ
 

離
十
二
铅

' 

(

ニ七

〉

論
睬
ア
ド

3

ャ
チ
少
ク
開
題

策
岸
の
地
に
散
在
す
る
こ
ビ
右 

Jt
人
口
最
も

.多
き
タ
ル
マ
チ
■ャ
 

卜
ょ
り
も
少
な

-

C
N。

K

族
主
義 

ロ
.實
を
有
せ
ざ
る
を
知
る
可
し

„
 

て

は
伊
太
利
は
ダ
ル
マ
チ
ャ
ょ 

如
く
な
れ
ど
も
尙
ほ
之
を
以
て 

ャ
半
岛
に
て
は
其
人
褪
的

®

分 

反
し
ス
ラ
、ヴは
輿
中
部
及
び
來 

丨
.
セ
ン
ト
な
る
に
對
し
伊
太
利 

第ー號
 

ニ七

トj

ii|
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m
十

二

卷

(

二
八

〕

：論

說

ア

ド

V
ヤ
ナ
ク
ク
問

M

站

一

號

二

八

，

八
は
四
十
パ

I

セ
ン

-

ト
;

を
有
す
る
、に
過
ぎ
ず
。
唯
だ
ト
ジ
工
ス
ト
に
至
り
て
は
伊
±
利
人
甚 

た
優
勢
に
し
て
雜
人
ロ
の
，；
ハ
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
に
反
し
ス
ラ
グ
が
僅
に
三
十
四
パ

I

 

セ

ン

ト

に

過

ぎ

ざ

る

の

，事
*

は
伊
太
利
が
ト

y
v

H
:

ス
：
ト

に

對

す

：：る
.領

土

的

主

張

の

有

力

な

る 

ロ
®

を
.

供
す
る
も
の
な
れ
ど
も
唯
こ
れ
の
み
に
て
は
未
だ
以
て
：充
分
な
る
根
據
と
爲
す
を

#

 

ざ
る

乙

と

狻
段
に
記
す
る
所
の

.

如
し
。
ゴ
ソ
チ
ヤ
に
就
て
も
亦
伊
太
利
人
と
ス
ラ

.

グ
の
定

:f
c

 

地
を
明

f l

に
分
界
す
る

乙

と
■
.

を
得
ベ
し
ヾ

」

«
も
大
體
に
於
て
興
國
境
に
接
す
る
地
成
の
ィ
ソ 

y 
V

河
に
達
す
る

«

_

を
以
て
伊
太
利
人
の
尊
住
地
と
す
る
の
外
は

「

R

優
勢
な
る
ス
ラ
、ゥ

. 

に
厕
す
る

^

の
ビ
す
。
興
人
口
の
分
布
ょ

6

云
ふ
：も
ス
ラ
ダ
は
總
體
の
五
十
パ

I

セ
ン
ト
以 

上
な
る
に
對
し
伊
太
利
人
は
其
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
。

r

ド

y
ヤ
チ
.ッ
ク
東
岸
に 

於
け
る
兩
人

®

の
人
口
の
分
布
果
し
て
斯
の
如
く
：な

^

と
せ
ば
伊
太
利
が

K

族
主
義
的
根
據 

に
摅
ぅ
て
ダ
ル
マ
チ
ヤ
の
領
有
を
主
購
す
る

Z
と
の
全
然
不
可
能
な
る
を
認
め
ざ
る
可

.

か！ら 

す
。

ィ
ス
ト
リ
ヤ
、ト

i

ス
ト
及
び
ゴ
リ
チ
ヤ
に
就
て
は
兩
者
の
如
に
領
±
の
分
配
を
協
定 

す
る
の
途
こ
そ
あ
れ
伊
太
利
を
し
て
全
然

，」

れ
を
脑
有
せ
し
む
る
の

ff
l

t f
-

1

は
あ
る
可
か
ら
す
。

た
澳
甸
國
が
ク
工
一
一
ス
共

^
-

國
を

®

承
し
た
る
と

&

官
用
語
，

V
J

し
て
伊
±
利
語
の
使
用
を

も

H?

次
ぎ
近
時

ま

で

之

を

持

緻

し

た

る

^

一
 

事
は
恰
も
伊
太
.利
人
の
勢
力
の
盛
な
る
を
示
す 

か
.

如
く

S

れ
ど
も
之
あ
る
か

.

.

.
'爲
め
に

.

ア
ド
ク

.

ヤ
■

チ
.

ソ
ク
來
岸
の
パ
ス
ラ
.グ
は
決
し
て
伊
太
利
化 

し
た
：る
に
非
す
、否
な
ヅ
ユ
ー
一
ス
共
和
國
の
支
配
は
數
百
年
一
に
：及
び
た
れ
ど
も
其
久
し
き
問

#

 

太
利
は
其
對
垛
に
一
の
重
耍
な
る
植
民
地
を
す
ら
建
設
す
る
乙

^

能

；は

ぎ

ぅ

し

事

實

に

鑑

み 

る
と

'

&

は
伊
太
利
人
の
勢
力
の
甚
だ
：し
く

.

微
，弱：なる
を
知
る
可
く
；隨
て
伊
太
利
が
民
族
主
義 

の
a

摅
.

に
據
ぅ
て
デ
ド
リ
ヤ
チ
ッ
ク
の
來
岸
を

«

方
ス
ラ
、グょ
り
^
,
ん
ビ
す
る
の
無
法
な 

る
を

ll f

む
可
し
。
就
中

#

太
利
が
最
も

.

.

海
擊
す
る

-

ダ
ル
マ
チ
ヤ

0
0
の
如
き
ス
ラ
ヴ
の
十
一 

ニ
^
な
る
に
對
し
僅
に
一
千
五
六
西
を
數
上
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
是
等
の
ス
ラ
ゲ
は 

本
來
羅

^

加
#

カ
敎
を

.

信
ず
る
に
拘

.

は
.

ら
ず
數
世
紀
に

H

6

其
法
會
に
羅
典
語
を
用
ゆ
る
，卜
 

V
J

 

)

な
く
グ
ラ
ゴ
リ
ツ
ツ
ア
ビ
獬
す
る
古
き
ス
ラ
グ
語
を
以
て
せ
ん

乙

と
を
主
張
し
た
る
結
來
、
 

羅
AI
5

,

法
皇
は
遂
に
之

V

J

承

認

す

，る

の

止

む

を
#

ざ
る
に
至

!)
:

た
る
と
云
ふ
は
ま
す

C

以
て 

セ
：

.

^

利
人
の
感

.

.■

化
力

.

.

の
.

微
弱
な

.

.

る
.

を
證
す

.

る
.
.

も
の
ビ

»

す
可
し

:0
.

:

四
..

：
.：

三
、
國
防
的
根

據
に
對
す
る

反

馭

ア
ド
リ
ヤ
チ
ッ
ク
海
の
東
西
兩
岸
を
對
比
し
て
何
れ
が

谘十
1

5

.

(

：二九

)

論

.

說
ア
ド

”

.ヤチツク诎

M

,
;
、
第
一
號

 

ニ
九
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耽

ア

ド
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ヤ

チ

少

ク
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題

-'
第
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號

H
〇
，l
g

良
好
な
る
港
®
に
富
む
や
ビ
問
は

 

<

 

何
人
も
東
岸
の
，優
れ
た
る
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
。
即
ち 

伊
太
利
は
ア
ド
！リ
ヤ
テ
ッ

…

ク
海

 

ユ
ユ
ス

W

南
に
ブ
タ
ン
デ
シ
を
有
す
る
に 

過
ぎ

t

楚

等

南

北

，雨
®

の
距
離
三
百
哩
以
上
の
其

'

間
に
ア
ン
コ
ナ
及
ば
パ
リ
の
ニ
港
ぁ

b

 

雖
も
貧
弱
云
ふ
に
足
ら
ざ
る
が
故
に

.

伊
太
利
は
ロ
，に
ア
ド
リ
ヤ
チ
ッ
ク
海
を
以
て
自
國
の 

湖
水
な
ぅ
と
稱
す
と
雖
も
實
は
依

.V

以

V

其
海
權
を
.制
す
る
の
便
を
有
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず 

其
海

.

学
の
要
所
に
：良
港
を
有
せ
ざ
る
は
即
ち

®

の
海
上
ょ
ぅ
す
る
攻
股
，に
對
し
て
，無
防
備
の 

危
險
に
晒
ら

^

る
、
も
の

•

と
.

云
■

は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
反
し
其
朿
岸
'に
於
て
は
ト
ジ
ユ
ス
ト 

ょ
り

'

グ
ア
ロ
ナ
：に
至

る

間
容
易
に
防
備
を
施
す
こ
ビ
を
得
ベ
き
多
數
の
沸
海
を
發
見
す
。
即 

ち

*

ホ

丨
ラ
、

フ

ィ

ユ

メ、セ
べ

ニ

コ
、スパ
ラ
ト
、グ一

フ
グ
ォ

サ(

ラ

グ

サ

港)

及
び
カ
ッ
タ

ロ
は

優
に
之 

を
a

m

K

 

0
す
る
こ
ビ
を

#

ベ
く

S

し
尙
ほ
，之
に
加
ふ
る
に
黑
山
國
の
ア
ン
チ
グ
ア
リ
並
に 

ゾ
ル
シ

'

1

ヨ
ー
及
び
ア
ル

パ

ニ
ヤ
の
ブ
一
ス
ッ
ツ
オ

ー

を
以
て
せ
ば
一
層
を
の
優
勢
な
る
を
認 

む
可
し

1

七)

。
伊
太
利
が
其
對
岸
に

ス

ラ
グ
の
新
進
國
の
興
る
を
喜
ば
ざ
る
は
多
く
之
が
爲 

め
に
し
て

#

太
利
を
し
て
云
は

.

し
む
れ
ば
自
國
の
東
岸
の
國
防
的
安
全
.を期
せ
ん
が
爲
め

R 

は

31
:

對
岸
一

.

帶
の
地
を
領
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
主
張
す
る
も
の
な
り
。
殊
に
新
典
の
南
方

ス
ラ
、
ダ
の
背

^

:

に
ば
全
ス
ラ
グ
の

a a

主
な
る
露
國
の
あ
る
あ

h

o

南
方
ス
ラ

'

グ
の
新
國
興

6

 

て
ァ
ド
リ
ャ
チ
ッ
ク
の
取
岸
を
領
有
す
る
乙
と
あ
ら
ん
か
同
海
に
於
け
る
伊
太
利
の
勢
力
は 

多
年
な
ら
ず
し
て
露
國
の
爲
め
に
脅

.

か

さ

>̂

に
至
ら
ざ
る
を
得
ず
。
要
す
る
に
同
海
の
東 

學
を
他

.

國
の
手
に
委
す
る
は

#

太
利
の
安
全

‘

を
危
ふ
す
る
‘も
の
な
る
が
故
に
自
ら
之
を
占
領 

支
配
せ
ざ
る

W

か
■

ら
.

ず
と

^

ふ
.

も
.の
即
ち
伊
太
刺
の
國
防
上
ょ
り
す
る
東
岸
領
有
論
の
根
據 

な
0

0

 

.

(

法七

)

‘

M
v
a
n
s

 

L
e
w
i
n

 : 

G
e
r
m
a
n

 ..Road to the .East... pp..:2
5
2
,3
.

參照

.
之
に
對
す
る
询
方
ス
ラ
、
ヴ
銃

一
論
者
の
反

®

の

論

據

に

は

種

今

あ

り

。

1

、南
方

ス
ラ

、ヴ
は
其
統
一
の
目
的
を
達
し
て

他
日
ァ
ド
リ

ャ
チ

ッ
ク
の
東
岸
に

7:
菊
國
を 

述

說
す
る
こ

k

あ
る
，も
其

海
岸
に
海

^
を
設
く
る

乙

ヾ
しを
欲
せ
ず
、又
そ
れ
を
設
く
る
の
耍
も 

な
.け
れ
ば
其
手
に
一
：東
：岸
を
領
有
す
る

も
決
し
て
伊
太
利
半
島
の
東

庳
防

備
を
脅
か
す
が

.如
き

.
 

危
險

あ
る

こ

と
な
し
。
南
方
ス

ラ
グ

は
飽

，ま
で

#
±
利V 」

親

交
?:
'維

持

す
る
-
こ

、 y
j

を
期
す
る 

も
の
な
る
が
故
に

若
し
必

®

V

Jあ
ら
ば
伊
太
利
は

南
方

ス
ラ
グ
ょ

ヶ
ァ
ド
リ
ャ
チ
ッ
ク
に
於 

て

海

®
を

課
け

ざ
る
の

保
，證

を

與
へ
ら
る

>
こヾ

」

に
依
て

安
心

し

指

ベ
き
，
な

P 
0 

6
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粥
.
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三
一

)

.

.

論
說
ア
ド

”

ヤチ
-

ソク間
M

.

 

. 

.
:
婼ー

.

.

铍

- •
: :
.



雜
十
二
卷
，

(

三
ニ

)

鶴

説

ア

ド

”
ヤ
チ
ク
ク
問

M
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1友 

三ニ 
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Slav 

L
i
b
r
a
r
y 

N
o
.

 

I 

: 

T
h
e

 

S
outhern 

Slav 

P
r
o
g
r
a

日m
e

 

p. 

w
s 

及
び
 

N
e
w

 

E
u
r
o
p
，

£
I

 

N
o
.

 

2

 

:

,

K\driatic 
I
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m

%「

沿
：
:

,

一
r
«

.L

伊
太

利
に
し
て

’
飽
ま
で

も

束
择
の
領
有
を
固
執
し
遂

 

'に

之

?:
濺
得

す
る
に
至

ら
ん 

か
南
方

ス
ラ
グ
は
波
當
然

の
領
土
を
横
奪
せ
ら
れ
同
民
族
を
分
裂
せ
し
め
ら
れ
た

る
に

對
し 

永
遠
の
怨
を
懷
き
伊
太
利
に
對
し
て

1—
1

ミ
& .

&

C O
I

の
運

動

に
出

づ

可
き
は
最
も

明
白
な

る
 

成

な
る

i

p

さ
力

故
に
伊
太
芽
は
國
防
上

の
理
由

R

依
6

て
ア
ド
ソ
ヤ
チ
ッ
ク

.策
學
の

^

訏 

を
主
張
し
な
が
ら
却
て
其
國
防
上
の
危
險
を

^

ラ
グ

R

向

a

て

自
.

ら
使

«

す
る

の
®
着
を
溃 

ず
る

「

も

の
ど
云
ば
ざ
る
；可
か
ら
ず
。

i

ス
ラ

グ
の
間
に
其
怨
恨
を
.買
ひ

た
る

上
は

ス
ラ

グ 

は
將
來
を
の
最
終

0

志

を
全
ふ
す
る
ま
で

其
排
伊

的
宿

怨

を

忘
る

，

こ
と
な

か
る
可
け

" I

ず 

新

太

.和

の

新

國

境

は
 

一
B

も
其
不
安
を
免
か
れ
ざ
る
可
し
。
形
勢
果
し
て
斯
の
如
く
な
ら
ん 

に
ば
伊
太
利
は
今
日

®

方
ス
ラ
グ
の

# ;
#

^
,

露
國
が
⑽

日
ア
ド

リ
ヤ

チ
ッ
ク
に

其

勢
力
を
迤 

出
1 '

:

る

乙

と
.

あ
る
：可
き
を
憂
處
す
と
雖
も
其
對
ス
ラ
グ
關
係
が
常
に
不

l i

不
安
な
る
に
乘
じ 

v
.

伊
太
利
の
永
久
、

I

敵

た

る

燠

，地

利

も

し

く

は

ァ

ド

ツ

ヤ

チ
ッ
ク
に

危
險
な
る

H

 

藏
す
る
獨
逸
も

亦
何
時

如
何
な
る
陰

)

謀
を
企
つ

る
に

至
る
や
も
知
る
可
か
ら

ず。
即
ち
伊
太

:

矛
自
身
の
安

f

:i
r
み
て

■ 

ラ
グ
の

.本

來

の

領

土

の

最

も

，不
得

f

る
を

知

る

可

し
是
れ
南
方
ス
ラ
ク
の
爲
め
に
ア
ド
ジ
ヤ
チ
ッ
ク
東
岸
を
得
せ
し
め
ん
と
す
る
論
者
の
悉 

く

一

致
す
る
論
據
な
り

0

:;
;
:」

ー〖

伊

*

利
は
其
半
島
の
：東

_岸
を
防
備
し
丑
つ
ア
ド
，

>

チ：ッ
ク
に
於
け
る
海
上
權
を
把

# 

1

.

か
爲
め
に
は
必
ず
し
も
對
岸
ー
帶
.の
地
を
領
有
す

る

乙

ビ
を
耍
せ
ず
。
唯
を
の
必
耍
な 

 ̂

0 

 ̂

 ̂

?

 

V
o
' 

 ̂

i 

 ̂

M
 

 ̂

 ̂

 ̂

t 

 ̂

 ̂

L
O 

例
へ
ば
セ
ッ 

I

V
ソ

ソ

卜

ゾ

ン
氏
の
說
に
據
れ
；ば
现
？

ド

y
ャ
チ
ノ

V

東
岸
；
^
は
五
箇

S

所
ぁ
る
其 

內
に
て

ト

ソ
モ
ス

ト

と
：ボ
ー
ラ

5

聯
合

^

に
し
て
完
全
な

る

勝
，冽
を

#
ん

に
は
之
を
伊
太 

利
に
割
：與
せ
ら
る
、
こ
ビ
一
般

.に
承
認

.せ
ら
る
可
し

o

第三のルッシンビッコロ岛はボ 

i

フ
の
背
後

?:
掩
輯
し
ノ
ノ
ワ
ル
ネ
ロ
灣
ビ
フ
ィ
ユ
メ
港
の
入
口
を
扼
す
る

-

の
要
地
に
し
て
第 

四
の
ソ
ッ

.サ
岛
は
：便
利
爷
る
港

#

を
有
し
.之
に
據
る
ど
き
は
以
て
中
部
ダ
ル
マ
チ
ヤ
の
を
海 

岸
を
刺
す
る
め
理
想
蛤
根
據
地
を
發
見
す
可
し
。
若
し
夫
れ
最
後
の
グ
ア
ロ
ナ
に
至
て
は
師 

丨
伊

「

太
苹
の
掌
中
に
歸
し

‘列
國
中
其
永
久
の
占
領
に

»(
し
て
異
議
を
試
み
る

4

の
な
く
庐
士 

利
は
容

2

之
を
地
中
海
上
最
良
權
の

.一
左
ら
し
む
る

乙

^

を
得
ベ
し
。
以
上
の
五
要
所
を

m-

十
こ
卷

(

三
三

〕

論

說

ア
ド
リ
ャ
チ
少
ク
即
題. 

^
 

i. 

. 

i

三
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十
二
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三
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論耽
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ク
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l
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第一
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三四
 

戌
寸
る
も
时
ほ
不
充
分
ヒ

‘あ
ら
ん
に
は
永
遠
の
保
障
^
し
て
伊
太
利
は
セ
ベ
二
コ
ビ
力
ツ
タ
口 

の

®

_
撤
廢
及
び
ダ
ル
マ
チ
ャ
涧
岸
の
中
立
を
要
求
す
る

Z
と

-̂
あ
る
可
し

V
J

雖
も
其
以
上 

は

£5
戕
の

^
齡
合
國
の
鄕
明
し
た
る
理
想
に
#
は
ざ
る
も
の
に
し
て
歐
洲
改
造
の
基
礎
た
る 

民
族
主
義
を
濫
る
も
の
な
上
誅
九

)

。
此
故
に
伊
太
利
は
上
記
の
條
件
に
依
て
南
方
ス
ラ
グ
と 

ア
ド
ジ
ヤ
チ
ッ
ク
の
協
定

?:
遂
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